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関係各位

文責：伊藤敏朗

第3回情報大映画祭（企画書）

2000年度翔風祭におきまして、伊藤ゼミと映画研究部は「第1回情報大映画祭」を共催し、大きな成果をおさめました。これを引き継いで本年4月には新入生歓迎の目的で第2回映画祭も開催、多数の観客動員を果たしました。そこで、本年度第14回翔風祭では、これまでの成果をふまえ、かつスケールアップした「第3回情報大映画祭」を開催いたしたく、下記のとおり企画いたしました。

将来的には、この企画をさらに発展・充実させていき、翔風祭の目玉企画として育て、キャンパスライフの活性化に寄与していきたいと構想いたしております。よろしくご理解のほど、お願い申し上げます。

1. 趣旨：　ドラマを主軸とした映像コンテンツ制作を主な研究・課外活動目的とする伊藤敏朗ゼミナールと映画研究部の２団体を中心に、学内の関連する映像系ゼミ・課外活動団体等にも共催を呼びかけて、2001年度に制作した作品を共同上映することで、より実りある発表活動を実現しようとするものです。本年は近隣他大学にも招待上映等の協力をよびかける予定です。
２.　運営営形態：　昨年の例にならい、また反省点もいかして、今回も、２つの会場（メディア・サブ・ホールおよび5階西側の複数の教室）にて、”Ｅxhibition　＆ Cinema Complex”　という形態をとりたいと思います。

1 Ｅxhibition：メディアサブホール
メディア・サブ・ホールは、その立地をいかして、翔風祭一般入場者の観客動員が見込めるので、同ホールの他の共同利用の団体（ゼミ発表など）と使用時間をシェアしあい、各作品の上映予定時間を定めたうえで、同ホールの大型スクリーンで観賞していただく場として使用したいと思います。

2 Cinema Complex：本館棟571、572、573、（526）、521、522、523、524、525
昨年の翔風祭際では、ひとつの教室内で、複数の作品を上映するシネマコンプレックスを実施しましたが、再生音声がまざりあい失敗に終わりました。この反省をいかして、第３回映画祭では、各作品ごとの個室で上映する方法とし、これと展示スペースとを分離して運営したいと思います。

従来、５階西側の小ゼミ室は、その立地やスペースの小ささなどから、翔風祭の一般入場者が立ち寄ることもない場所とみなされ、あまり使用されてこなかったと思われます。第３回映画祭では、翔風祭の一般来場者を対象とするだけでなく、学外の映画サークル等にもよびかけて招待し、これらの小ゼミ室で、個別の作品を終日連続上映したいと思います。このことで、学外からの招待客も見たい番組をすぐ見ることができ、招待者を案内誘導するわけですので、5階という場所であっても十分に活用できるものと考えました（ﾒﾃﾞｨｱｻﾌﾞﾎｰﾙでの上映だけでは、招待客の方の来場時間にあわせることが困難）。

主会場となる571教室では作品上映のほかに、展示活動（シナリオ・絵コンテ・ポスター・卒論パネルの展示、パンフやフリーペーパーの配布）を行い、ここから521～525の個室へと誘導するという運営方法を考えています。

３.内容：　第３回映画祭では、伊藤ゼミと映画研究部の自主制作作品を中心に上映するほか、学内の映像系団体にも出品をよびかける予定です。加えて、県内大学の映像系サークルや、兄弟校の東京農業大学農友会視聴覚部からの招待作品も上映する予定です。具体的には長編1～２本、中篇３～４本、短編4～5本程度となる見込みです。また本年は、会場で観客からアンケートをとりますが、コンテスト形式にはしない予定です。もちろん無料上映です。

4.今後の課題など：　運営方法の詳細については未定ですが、この企画を年ごとに充実させ、実績を積んで、県内大学・高校や地域の方々からも関心を持っていただけるような映画祭に育てていきたいと思います。

将来的には、翔風祭の目玉企画として定着させ、キャンパスの活性化にも寄与していきたいと構想しておりますので、よろしくご理解ご協力のほどお願い申し上げます。
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